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(1) 

2 点 BA, から、平面 p に下ろした垂線の足を、 BA , とする。 BBAA  とすると 

BA  であるとき、 BA  は、線分 ABの中点である。 

BA  であるとき、線分 ABの中点は、線分 BA  の中点に一致する。 

いずれにしても、 p は線分 ABの中点を通る。(証明終) 

 

(2) 

4 点 DCBA ,,, は同じ平面上にないから、これら 4点は四面体をなす。 

四面体 ABCDの 6辺 DBCDBCADACAB ,,,,, の中点を、 NMLKJI ,,,,, とする。 

4 点 DCBA ,,, から、平面 p に下ろした垂線の足を、 DCBA  ,,, とする。 

 

p が 3点 KJI ,, を通るとき 

ABの中点を通るから BBAA   ACの中点を通るから CCAA   

ADの中点を通るから DDAA   DDCCBBAA   

同様に、 p が 3点 NLI ,, を通るとき、 p が 3点 MLJ ,, を通るとき、 

p が 3点 NMK ,, を通るときも、 DDCCBBAA  が成立する。 

 

次に、4点 MLKI ,,, を通る平面が存在することを示す。 

中点連結定理により、 AC∥ IL、 AC∥KM であるから、 IL∥ KM である。 
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 より、4点 MLKI ,,, は、同じ平面上にあり、平行四辺形を 

なす。これより、 p が 4点 MLKI ,,, を通るとき 

ABの中点を通るから BBAA   BCの中点を通るから CCBB   

CDの中点を通るから DDCC   DAの中点を通るから AADD   

DDCCBBAA   

同様に、 p が 4点 NLKJ ,,, を通るとき、 p が 4点 NMJI ,,, を通るときも、 

DDCCBBAA  が成立する。 

 

以上により、4点 DCBA ,,, から等距離にある平面は、7つ。……(答) 
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